
名
の
栃
堀
、
二
分
、
五
味
沢
で
あ
る
。

そ
し
て
、
栃
堀
か
ら
道
院
ヒ
ュ
ッ
テ
～

長
峰
～
保
久
礼
～
大
岳
～
守
門
山
の

ル
ー
ト
に
薄
ら
と
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
図
に
対
応
す
る
文
章
は
な
い

か
と
探
す
と
、『
わ
が
愛
す
る
山
々
』
の

中
の
「
守
門
山
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

昭
和
三
十
五
年
三
月
上
旬
の
山
行
の
様

子
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
守
門
山
と

浅
草
岳
を
目
指
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま

れ
ず
守
門
山
の
大
岳
（
前
守
門
）
だ
け

の
登
頂
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

久
弥
の
地
図
に
は
、
白
石
川
（
現
在

の
破
間
川
）
と
、
現
在
の
守
門
川
（
当

時
は
川
名
の
表
記
が
無
い
）
に
入
る
谷

筋
の
名
前
が
克
明
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
谷
名
は
、
現
在
の
地
図
に
は
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

深
田
久
弥
山
の
文
学
全
集
第
三
巻
の

「
守
門
山
」
の
解
題
に
は
、
地
図
の
話
が

書
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
大
正
五
年

版
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
久
弥
が

「
守
門
山
」
の
文
中
に
書
い
て
い
る
よ
う

に
、
八
十
里
越
え
に
は
木
ノ
根
茶
屋
と

言
う
峠
の
茶
屋
の
記
載
も
あ
る
。
解
題

の
中
で
編
集
者
は
「
筆
者
は
本
篇
執
筆

の
際
大
正
五
年
版
「
守
門
山
」
も
参
照

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
て
い

る
が
、
こ
の
地
図
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ

ろ
う
。

　

今
年
で
十
四
回
目
と
な
る
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
、
市
内
小
中
学
生
の
多
く
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
感
性
あ
ふ
れ
る
多

く
の
作
品
が
集
ま
り
、
九
月
十
三
日
に
審

査
が
行
わ
れ
た
。
審
査
員
は
画
家
の
長
谷

川
清
、
写
真
協
会
の
宮
下
一
夫
両
氏
に
お

願
い
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
加
賀

市
長
賞
、
加
賀
市
教
育
委
員
会
賞
、
深
田

久
弥
山
の
文
化
館
賞
各
一
点
と
佳
作
、
入

選
各
十
点
が
え
ら
ば
れ
、
深
田
久
弥
山
の

文
化
館
で
展
示
さ
れ
た
。

　

地
勢
図
新
潟
の
十
六

「
守
門
山
」
に
多
く
の
書

き
込
み
が
あ
っ
た
。
赤

鉛
筆
が
登
場
す
る
の
は
、

大
岳
、
守
門
山
、
浅
草

岳
の
山
名
三
つ
と
、

七
〇
四
・
七
の
三
角
点

（
長
峰
）、
通
過
し
た
地

 
山
の
文
化
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だ
よ
り
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弥
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五
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市
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委
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下
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優
那
さ
ん
（
作
見
小
三
年
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守門山五万分の一地形図



編
集
後
記
〜

　

秋
の
訪
れ
の
遅
い
今
年
は
各
地
で
災
害
が
多
く
起
き
、

自
然
の
怖
さ
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
・
・
・
一
年
で

最
も
す
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
が
お
体
に
気
を
付

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
館
の
シ
ン
ボ
ル
の
銀
杏
も
実

が
な
り
、
ま
も
な
く
黄
色
の
絨
毯
が
庭
一
面
に
広
が
り
ま

す
。
是
非
今
年
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。　
　

Ｎ
・
Ｙ

　

久
弥
は
著
書
の
中
に
、
そ
の
山
に
関
す
る　
＂う
た＂

　

を
よ
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
万
葉
集
で
あ
っ

た
り
短
歌
、
長
歌
、
俳
句
、
漢
詩
、
詩
な
ど
と
て
も

幅
広
い
分
野
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

百
名
山
の
中
で
は
「
伊
吹
山
」
に
藤
村
、「
石
鎚
山
」

に
は
熊
谷
直
好
の
『
海
原
に
立
つ
白
雲
と
見
え
つ
る

は
伊
予
の
高
嶺
の
雲
に
ぞ
あ
り
け
る
』
が
、「
安
達

太
良
山
」
に
は
高
村
光
太
郎
の
智
恵
子
抄
の
一
節
、

ま
た
「
北
岳
」
に
は
平
家
物
語
か
ら
『
北
に
と
お
ざ

か
り
て
、
雪
白
き
山
あ
り
・
・
・
惜
し
か
ら
ぬ
命
な

れ
ど
も
今
日
ま
で
に　

つ
れ
な
き
甲
斐
の
白
峰
を
み

つ
』
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
す
。

　

記
憶
の
中
に
あ
っ
た　
＂う
た＂

　

を
想
い
つ
つ
山
頂

に
立
ち
、　
＂う
た＂

　

に
寄
り
添
い
四
方
の
山
々
を
眺

め
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

久
弥
の
文
学
に
お
け
る
ロ
マ
ン
と
博
学
に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
す
。

　

ほ
か
に
も
「
岩
木
山
」
に
太
宰　

治
、「
岩
手
山
」

に
石
川
啄
木
、「
月
山
」
に
芭
蕉
等
々
そ
の
著
作
に

多
く
の
作
品
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
読
書
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
日
野
山
と

木
ノ
芽
峠
」
の
中
に
も
多
く
の
万
葉
集
の
歌
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
志
げ
子
夫
人
の
希
望
で
訪
ね
た
味

真
野
の
相
聞
歌
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
、
読
書
会
の

メ
ン
バ
ー
も
味
真
野
を
訪
れ
、
日
野
山
を
眺
め
な
が

ら
ロ
マ
ン
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

君
が
行
く　

道
の
長
手
を
繰
畳
ね

　
　

焼
き
ほ
ろ
ぼ
さ
む　

天
の
火
も
が
も

　

吾
妹
子
に　

恋
ふ
る
に
吾
は　

た
ま
き
は
る

　
　

短
き
命
も　

押
し
け
く
も
な
し

こ
の
よ
う
な
古
の
人
の
熱
き
思
い
を
胸
に
、
令
和
の

今
、万
葉
に
心
を
傾
け
る
の
も
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
山
の
頂
き
に
立
っ
た
時
、
久
弥
が
こ
の

山
で
は
こ
ん
な
風
に
書
い
て
い
た
と
、
思
い
を
馳
せ

る
だ
け
で
心
豊
か
に
な
り
、
深
い
満
足
感
、
幸
せ
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

Ｙ
・
Ｋ

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

 
深
田
久
弥 

と 

う
た

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

■
十
月
二
十
日
（
日
）

演
題
：
み
ん
な
の
白
山 

～
白
山
の
あ
れ
こ
れ

講
師
：
宮
下
由
美
子 

氏

　
■
十
一
月
十
七
日
（
日
）

演
題
：
黒
部
は
生
き
て
い
る

講
師
：
佐
々
木　

泉 

氏

　
■
十
二
月
十
五
日
（
日
）

演
題
：
ブ
ナ
オ
山
観
察
舎
で
見
ら
れ
る
動
物
た
ち

講
師
：
白
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー　

北
市　

仁 

氏

 

十  

月  

十
八 

日
（
金
）「
安
達
太
良
山
」

十
一
月  

十
五 

日
（
金
）「
月
山
」

 

一  

月  

十
七 

日
（
金
）「
北
岳
」

　
●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
聞
こ
う
会
予
定

●
読
書
会
の
お
誘
い

月
に
一
度
、
山
に
関
わ
る
お
話
を
聞
い
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

こ
の
一
冊

　

こ
の
夏
、『
稲
坂
謙
三
遺
文
集　

白
山
の
麓
で
』
と
題
す
る
書
物
が

自
費
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
編
集
者
は
謙
三
さ
ん
の
孫
の
山
崎　

亮
さ
ん
、

発
行
者
は
息
子
の
稲
坂　

暢
さ
ん
で
す
。
過
去
に
発
表
さ
れ
た
文
章
を

編
集
し
た
も
の
で
、
深
田
久
弥
と
の
登
山
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
稲
坂

謙
三
の
聞
書
き
や
、
深
田
久
弥
が
稲
坂
謙
三
に
つ
い
て
書
い
た
文
章
な

ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
久
弥
の
最
初
の
登
山
の
師
で
あ
り
、
戦
後

共
に
、
は
つ
し
ほ
俳
句
会
や
、
錦
城
山
岳
会
を
立
ち
上
げ
た
、
終
生
の

親
友
で
あ
っ
た
謙
三
と
の
関
係
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

残雪期白山山系初縦走の時の稲坂謙三
と佐伯平蔵たち　（稲坂　徹氏提供）


